
碍４斟行発日Ｉ(
M

刳(
£
>

i
n

固洋1 9
8

りよだ政市治宇行発日2 11 11月毎
四物″″ぼ

－
1
1

6jウ
６

婢陶叩

Ｉに

12月補正予算

所
地
刷

役
持
㈹
印

市
り
１
堂

治
心
１
４
進

宇
も
３
新

‰
ｊ

行
四
ａ
刷

発
京
ｔ
印

明
る
い
ま
ち

づ
く
り
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

一
般
会
計
４
億
１
千
4
6
万
円
を
補
正

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計
で
は
、
老
人
医
療
費
や
通
学
路
、
学
校
施
設
の
整
備
な
ど
に
四
億
一
千
四
十
六

万
円
を
追
加
計
上
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
■
処
理
場
用
地
購
入
費
の
追
加
な
ど
特
別
会
計

に
十
億
六
千
五
百
二
十
六
万
三
千
円
を
追
加
計
上
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
議
会
十
二
月
定
例
会
は

十
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
月
十
日

ま
で
の
四
十
七
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
十
二
月
定
隻
た
は
、
一

槃
爵
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
案
、
そ
し
て
神
明
宮
東
市
営
住

宅
建
替
工
事
の
請
負
契
約
締
結
な

ど
二
十
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
う
ち
一
槃
爵
襖
止
予
算

案
は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
分
担
出
予
筧
総
額
は
二
百
四
億
一
千
九

金
や
零
ハ
医
療
扶
助
費
お
よ
び
、
百
七
十
一
万
五
千
円
と
な
７
大

西
宇
治
都
市
下
ボ
路
工
事
費
な
ど
捕
止
予
算
案
で
計
上
し
た
主
な

の
追
加
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

捕
止
総
額
は
四
億
一
千
四
十
六

万
五
千
円
で
一
槃
罫
の
歳
入
歳

す
す
む
西
宇
治
都
市
下
水
道
工
事
心
広
野
町
桐
生
谷
付
近
）

一
般
会
計

ｙ
葱
著
か
ら
の
指
定
寄
附
金
の

各
基
金
へ
の
積
立
て
な
ど
に
三
、

一
三
一
万
円
。

市の木・市の花

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

鳥
倉
・
元
広
両
助
役
退
任

さ
る
一
月
二
十
一
日
付
で
、
鳥

倉
友
次
。
元
広
和
亨
両
助
役
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
倉
前
助
役
は
、
昭
和
四
十
一

壬
（
月
に
建
設
部
長
と
し
て
京
都

府
か
ら
派
遣
。
昭
和
四
十
六
年
七

月
に
助
役
に
就
任
さ
れ
三
期
約
十

年
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た
だ
き
まんさ次友倉鳥

し
た
。ま

た
、
元
広
前
助
役
は
、
昭
和

四
十
六
年
六
月
に
市
長
公
室
長
と

し
て
京
都
府
か
ら
派
遣
。
昭
和
四

十
九
年
八
月
に
助
役
に
就
任
さ
れ
、

二
期
約
七
年
に
わ
た
り
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
し
た
。

長
い
間
ご
ぐ
ろ
フ
さ
ま
で
し
た
。

んさ亨和広元

゛゛゛゛｀゛゛一゛｀｀一゛゛゛゛゛゛

一
月
二
十
二
日
の

市
議
会
交
聶
で
、

石
井
常
夫
さ
ん
（
5
5

歳
）
が
宇
治
市
助
役

に
選
任
さ
れ
ま
し
な

市
襲
ぞ
同
意
を

得
た
石
井
助
役
は
、

「
市
長
の
意
を
ふ
ま
戌

誠
心
誠
意
、
宇
治
市

政
の
推
進
に
努
力
す

役助新夫常井石石井助役を選任

12月議会

る
窓
惜
で
す
。
何
分
に
も
徴
ゐ

な
の
で
。
ご
支
援
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

歴
任
、

二
十
二
年
二
月
京
都

府
衛
生
部
予
防
課
に

勤
務
、
南
府
税
事
務

所
長
、
総
務
部
税
務

課
長
、
衛
生
部
公
害

対
策
室
長
、
東
京
事

務
所
長
、
京
都
府
議

会
事
務
局
長
な
ど
を

昭
和
五
十
六
年
一
月
に

京
都
府
を
退
職
。

ごこ

一ザン

Ｊ

ト
レ
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リ
ス
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プ
ム
ヤ
グ

ン
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ジ
ン

ヤ
み
リ
プ
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ん
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ト

シ
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ー
ん
強
さ
け
Ｉ
ツ

ン
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ン
ロ
け
に
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つ
ホ
セ

ボ
く
ボ
し
っ
れ
ん
せ
Ｉ
シ

ス
た
ス
干
せ
汚
と
粧
ユ
ワ

バ
洗
バ
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粉
油
ふ
化
ニ
タ

月
月
月
月
月
月
月
月
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月
月
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を
ヽ
さ
夢
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゜
し
金
客
な
い

Ｉ
ら
゜
積
お
き
さ

雪
こ
で
言

i
t
ｅ
-
Ｈ
ｖ
７
"
^
だ
て
め

り
目
ス
｀
た
え
始

な
卜
金
い
備
お

み
ツ
ー
預
金
に
を

し
ゼ
シ
期
入
来
ッ

楽
レ
．
定
ご
将
に

が
プ
ッ
｀
を
゜
１

い
⊇
二
二

て
金
る
金
定
上
端

え
積
す
積
立
し
る

ふ
の
に
の
積
差
■
て

月
年
潔
月
由
に
育

毎
5
6
清
毎
自
ま
を

庫金用信都東南
（
）
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Ｇ
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▼
志
津
川
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
補
助
金
二
七
〇
万
円
。

ｙ
民
生
委
員
活
動
委
託
料
に
一
四

四
万
円
を
追
加
。

ｙ
精
神
薄
弱
者
施
設
措
置
費
お
よ

び
福
祉
医
療
扶
助
費
に
九
一
五

万
円
を
追
加
。

ｙ
老
人
医
療
扶
助
費
に
八
、
四
六

五
万
円
を
追
加
。

ｙ
心
身
m
＆
母
子
通
園
軍
楽
委

託
料
の
追
加
に
Ｉ
〇
七
万
円
。

ｙ
保
育
町
入
所
児
童
の
給
食
費
に

六
一
〇
万
円
を
追
加
。

ｙ
小
倉
市
有
墓
地
の
保
全
工
事
費

に
五
〇
〇
万
円
。

ｙ
城
南
衛
生
管
理
組
合
分
担
金
の

追
加
に
一
億
三
、
三
九
六
万
円
。

ｙ
巨
椋
池
水
障
対
策
分
担
金
に
二
、

二
五
四
万
円
。

ｙ
水
田
再
編
対
策
に
一
七
四
万
円
。

山
茶
花
な
ど

2
3
種
類
に
し
ぼ
る

宇
治
市
は
、
三
月
一
日
に
市
制
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
理
由

施
行
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
市
市
の
木
・
市
の
花
選
定
委
員
会

の
木
」
「
市
の
花
」
を
制
定
す
る
こ

と
に
な
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
な

ど
を
対
象
に
募
集
し
ま
し
た
と
こ

ろ
三
百
八
十
二
人
の
人
か
ら
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
「
市
の
木
」
に
は
、

も
み
じ
や
松
な
ど
五
十
種
三
百
五

十
八
件
、
「
市
の
花
」
に
は
、
四
十

八
種
三
ぴ
一
十
八
件
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
木
の
ぼ
り
が
し
や

す
い
か
ら
と
「
ポ
プ
ラ
」
や
、
宇

治
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
す
れ

な
い
よ
う
に
と
「
わ
す
れ
な
草
」

で
は
、
一
月
二
十
一
日
に
第
二
回

ｙ
井
ノ
尻
蔭
田
線
設
計
委
託
料
に

四
〇
〇
万
円
。

ｙ
西
宇
治
都
市
下
水
路
工
事
の
追

加
に
四
〇
〇
万
円
。

ｙ
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
医
等
報

酬
の
追
加
に
五
八
五
万
円
。

ｙ
大
開
、
北
小
倉
小
学
校
の
通
学

路
整
備
工
事
お
よ
び
神
明
小
学

校
の
教
材
川
倉
庫
の
設
置
に
六

三
一
万
円
。

選
定
委
員
会
を
開
催
し
「
紅
諮

『
桜
』
「
鳩
ご
「
ぎ
「
山
茶
花
」
な
ど
、

二
十
三
種
類
を
候
補
の
木
や
花
に

決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
選
定
委
員
会
で
は
十
分

な
検
討
を
行
い
、
三
月
一
日
の
市

制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
で
発

表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ｎ
桜心るいてつなに補候

▼
放
生
院
本
堂
等
の
修
理
に
対
す

る
補
助
に
一
七
一
万
円
。

特
別
会
計

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉

最
近
の
医
療
費
の
増
加
に
よ
り

療
養
給
付
費
で
四
億
七
千
九
万
円
、

高
額
医
療
費
で
七
千
二
百
三
十
九

万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
。
補
正
後
の
予

算
総
額
は
三
二
億
二
千
百
二
十
四

万
円
と
な
り
ま
す
。

〈
公
共
下
孝
道
事
業
〉

宇
治
市
公
共
下
水
道
事
業
東
宇

治
下
水
処
理
場
用
地
の
取
得
費
の

追
加
と
し
て
、
五
億
三
百
十
二
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

〈
交
通
災
害
共
済
事
業
）

共
済
事
業
の
不
足
の
事
態
に
対

処
す
る
た
め
設
置
し
て
い
る
基
金

に
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
剰
余
金

九
百
九
十
二
万
円
を
積
立
て
。
今

回
の
積
立
て
に
よ
り
基
金
総
額
は
。

五
千
百
六
万
円
と
な
り
ま
す
。

1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｓ
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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1
1
1
1
1
1
1
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1
1
1
1

今
議
会
で
は
、
一
月
二
十
七
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
各
委

貝
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
四
日
に
は
本
会
議
が

開
か
れ
る
予
定
で
、
補
正
予
算
案

な
ど
が
審
議
、
採
択
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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n
第

〈
遺
族
給
付
金
〉

被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

遺
族
に
支
給
さ
れ
る
一
時
金
で
す
。

遺
族
は
次
の
順
位
で
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
①
被
害
者
の
配
偶

者
（
内
縁
関
係
の
人
を
含
む
）
②

被
害
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し

て
い
た
被
害
者
の
子
、
父
母
、
孫
。

祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
③
被
害
者

の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び

兄
弟
姉
妹
で
、
被
害
者
の
収
入
に

よ
ら
ず
生
活
し
て
い
た
人
。

《
障
害
給
付
金
》

被
害
者
が
重
度
の
障
害
を
受
け

た
m
n
に
、
被
害
者
に
支
給
さ
れ

る
一
時
金
で
す
。

被
害
に
あ
っ
た
日
か
ら
七
年
以

内
、
ま
た
は
事
件
を
知
っ
た
日
か

ら
二
年
以
内
に
、
被
害
者
な
ど
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公

安
委
員
会
に
申
請
し
。
裁
定
を
受

け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
支
給
が
決

ま
れ
ぱ
、
申
請
者
は
二
年
以
内
に

給
付
金
を
請
求
し
ま
す
。

◇

こ
の
ほ
か
、
労
災
保
険
な
ど
他

の
制
度
と
の
関
係
で
給
付
金
支
給

の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
り
、
給

付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
な
ど

（
宇
治
警
察
署
）

宇
治
’
・
城
陽
・
久
御
山
。

の
勤
労
者
の
親
睦
を
は
か

る
た
め
囲
碁
大
会
が
開
か

れ
ま
す
。

▼
と
き
・
：
２
月
1
5
日
収
、

午
前
９
時
半
受
付
、
1
0
時

開
始
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
参
加

資
格
…
宇
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町
の
在
住
者
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
▼
級
別
・
：
参
加
者
を
次

の
３
ク
ラ
ス
に
分
け
る
。
Ａ
級
…
初
段
以
上
、
Ｂ

級
…
１
級
～
５
級
、
ｃ
級
・
：
６
級
～
1
1
級
▼
申
込

み
・
：
２
月
９
日
ま
で
に
参
加
費
八
百
円
を
そ
え
て

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
a
O
2
3
1
5
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

京都地方法務局の庁舎移転

一－
Ｊ

「「

一Ｊ一一

成
ヽ
つ
日
滑
ヽ
ま
な
願
務
・
Ｉ

完
日
が
両
円
で
日
覧
お
業
ら
局

の
2
0
た
の
が
の
1
9
閲
を
の
か
務

舎
月
し
Ｉ
理
す
月
ヽ
力
で
半
法

庁
２
・
仕
処
ま
２
求
協
舎
時
方

新
を
す
日
の
り
は
請
ご
庁
８
地

の
転
ま
2
1
務
あ
人
の
う
新
前
都

局
移
い
ヽ
業
が
る
本
よ
ヽ
午
京

務
の
行
、
’
。
託
合
れ
。
抄
る
お
Ｉ
ｃ

法
舎
に
は
供
場
さ
謄
れ
な
明

方
庁
日
日
・
い
用
簿
さ
ｏ
日

地
、
2
2
2
0
記
な
利
記
ま
す
2
3

都
い
ヽ
月
登
来
を
登
済
ま
月

京
伴
日
２
、
出
口
に
を
し
２

に
血
て
は
に
窓
で
ど
い
は

ｎ
乙

５
ｙ

ｑ
″

17
7

のそぐ

伏
見
城
の
遺
構
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
は
。
た
し
か

に
、
桃
山
文
化
の
豊
か
さ
を
今

日
に
伝
え
る
顕
著
な
事
例
で
あ

る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
歴
史

的
遺
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
か

な
り
広
汎
な
人
々
に
よ
っ
て
今

も
親
し
ま
れ
て
い
る
狂
言
の
素

材
の
な
か
に
。
中
世
か
ら
近
世

へ
の
転
換
期
に
隆
盛
を
み
た
茶

所
宇
治
の
残
影
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
数
多
い
狂
言
の
題
材

の
な
か
で
、
今
回
は
茶
狂
言
と

し
て
著
名
な
「
今
神
明
」
を
と

り
あ
げ
て
み
よ
う
。

シ
テ
（
主
人
公
の
役
柄
）
は

男
、
ア
ド
（
脇
師
）
が
そ
の
男

の
女
、
こ
れ
に
参
詣
人
と
立
衆

が
小
ア
ド
に
あ
た
り
、
道
具
に

は
荷
茶
屋
が
用
い
ら
れ
る
。

都
に
住
居
す
る
あ
る
男
、
い

ろ
い
ろ
と
商
い
を
し
て
み
る
も

の
の
近
年
不
仕
合
せ
に
て
損
を

す
る
ば
か
り
。
そ
こ
で
女
と
相

談
の
う
え
、
こ
の
ご
ろ
夥
し
い

人
々
で
賑
わ
う
宇
治
の
神
明
社

で
参
詣
が
て
ら
に
茶
店
を
出
し

ひ
と
儲
け
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
粗
末
々
道
具
を
用
意

し
て
出
か
け
た
。

あ
い
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
初

の
客
は
「
茶
が
ぬ
る
い
。
わ
る

い
匂
ひ
が
し
て
飲
ま
れ
ぬ
」
と

店
を
飛
び
出
す
。

シ
テ
「
サ
テ
く
苦
々
し
い
。

も
そ
っ
と
苧
嘉
う
し
て
お
か

し
め
」
女
「
均
熔
鍍
子
じ
ゃ
に

ょ
っ
て
、
思
う
よ
う
に
茶
が
立

て
ま
せ
ぬ
」
シ
テ
「
身
ど
も
が

あ
お
い
で
ゃ
ろ
う
」
と
苦
労
す

る
の
だ
が
、
次
の
客
も
「
む
さ

シ
テ
「
な
ぜ
に
茶
碗
を
よ
う
ゆ

す
が
ぬ
」
女
「
で
も
唯
一
な
ら

で
は
な
い
茶
碗
ｎ
と
な
り
ま

す
る
」
シ
テ
「
如
何
に
し
て
も

お
ぬ
し
が
不
調
法
で
気
の
毒
じ

ゃ
」
女
「
し
つ
け
ぬ
事
じ
ゃ
に
ヽ

よ
っ
て
ど
う
も
な
り
ま
せ
ぬ
。

兎
角
こ
の
体
な
ら
ば
、
何
を
し

た
り
と
も
不
仕
合
せ
に
ご
ざ
ろ

う
」
シ
テ
「
お
し
ゃ
る
通
り
、

不
運
に
な
れ
ば
、
す
る
ほ
ど
の

狂
言
の
中
の
茶

「
何
と
ぞ
茶
が
よ
ｙ
売
れ
れ

ぱ
よ
い
が
心
許
な
い
。
さ
て
総

じ
て
こ
の
茶
を
売
る
は
、
茶
立

女
と
云
ふ
者
が
気
を
働
ら
か
し

て
さ
べ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
が

夫
婦
じ
や
と
男
を
ぱ
遠
慮
し
て

物
も
云
は
ぬ
ほ
ど
に
、
そ
な
た

茶
立
女
に
な
っ
て
、
身
ど
も
を

甕
］
ひ
の
様
に
お
し
や
る
な
」

と
い
う
だ
ん
ど
り
で
店
開
き
と

い
茶
碗
じ
ゃ
。
水
が
悪
い
。
茶
こ
と
が
悪
い
も
の
じ
ゃ
、
？

の
滓
が
あ
る
か
、
濁
っ
て
気
味
に
い
て
吼
を
掻
こ
う
よ
り
、
仕

が
悪
い
。
茶
柄
杓
も
ふ
す
ぽ
り
舞
う
て
き
の
う
」
シ
テ
「
う
た

（
煤
け
黒
ず
み
）
。
何
と
な
く
て
し
の
旅
人
連
や
。
何
と
て
茶

手
む
さ
い
（
き
た
な
ら
し
い
）
」
を
ぱ
飲
ま
ざ
る
ぞ
」
女
「
飲
ま

な
ど
と
い
っ
て
出
て
い
き
、
そ
ぬ
こ
そ
道
理
な
れ
。
桧
茶
桶
に

の
う
え
、
「
今
の
女
は
色
の
黒
畑
熔
雄
子
に
、
伊
勢
水
呑
の
は

い
顔
で
、
白
粉
を
ベ
ッ
タ
リ
と
た
の
映
け
た
、
天
道
干
の
い
と

つ
け
た
見
た
む
な
さ
」
と
悪
態
ま
こ
は
ず
（
日
干
番
茶
の
様
な

を
き
わ
め
る
。
天
日
干
し
の
茶
）
を
飲
ま
ぬ
は

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
完
成

「
で
き
た
ぞ
、
ぼ
く
ら
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
」
－
三
室

戸
小
学
校
の
南
側
斜
面
を
利
用
し
た
本
格
的
な
フ
ィ
ー
ル

ド
ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
完
成
、
先
月
二
十
日
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
は
。

育
友
会
を
中
心
に
昨
年
五
月
か
な
作
」
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
、

古
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
た
「
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
な
ど

六
種
類
の
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
写
真
は
、
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
）

人
の
道
理
な
り
」
シ
テ
「
さ
ら

ば
茶
立
の
み
め
も
よ
い
か
。
極

め
て
色
の
黒
き
顔
に
、
は
い
ほ

（
白
粉
の
一
種
）
な
ん
ど
を
ス

ッ
パ
と
つ
け
た
る
顔
を
見
れ
ば

い
わ
ゆ
る
ｉ
り
芦
な
ど
の
強
姦
致
死
傷
罪
、
現
住
建
造
物
な

犯
罪
に
よ
っ
て
。
死
亡
し
た
り
重

い
障
害
を
受
け
た
人
や
、
そ
の
遺

族
を
救
済
す
る
た
め
、
給
付
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
第
九
十
一
国
〈
ぞ
成
立

し
た
「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支

給
法
」
の
施
行
に
よ
る
も
の
で
、

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
以
降
に

発
生
し
た
犯
罪
に
よ
る
被
害
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
犯
罪
行
為
」
と

は
、
人
の
生
命
や
身
体
を
害
す
る

故
意
の
犯
罪
に
当
た
る
行
為
で
、

殺
人
罪
や
傷
害
罪
が
そ
の
中
心
と

な
り
ま
す
が
、
強
盗
致
死
傷
罪
や

ど
の
放
火
罪
な
ど
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
。
刑
法
で
は
罰
せ
ら

焼
山
に
霜
の
降
っ
た
に
少
し
も

違
わ
ぬ
お
か
し
さ
よ
」
と
の
会

話
の
後
、
結
局
、
二
人
「
よ
く

く
思
え
ば
我
ら
が
商
い
今
こ

の
茶
屋
に
て
身
を
立
て
ま
じ
、

殿拝の社神明神▲

い
ざ
打
捨
て
こ
』
の
茶
屋
を
、

い
ざ
掴
き
て
こ
の
茶
屋
聚
信
て

ゝ
都
に
帰
り
け
り
」
と
い
う
顛

末
と
な
っ
た
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

の
責
任
が
な
い
場
合
で
も
、
被
害

者
の
悲
惨
な
立
場
を
考
え
「
故
意

の
犯
罪
に
よ
る
被
害
」
と
認
め
ら

れ
れ
ば
給
付
金
支
給
の
対
象
に
な

る
と
の
考
え
方
の
た
め
で
す
。

給
付
金
の

内
容

救
済
に
あ
り
、
加
害
者
に
刑
法
上
給
付
金
に
は
二
種
類
あ
２
于
。

教育委員会庁舎が移転

２月９日から旧菟道第二小跡へ

教
育
委
員
会
庁
舎
は
、
都
市

計
画
街
路
宇
治
白
川
線
の
拡
幅

と
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

の
設
置
な
ど
に
と
も
な
い
、
二

月
九
日
（
月
）
か
ら
旧
菟
道
第
二

小
学
校
跡
地
へ
移
転
し
ま
す
。

悶悶

そ
こ
で
、
二
月
六
日
（
金
）
、

七
日
（
土
）
の
両
日
を
移
転
作
業

日
と
し
業
務
を
一
時
中
断
し
ま

す
が
、
転
入
学
申
請
の
受
付
事

務
な
ど
や
む
を
え
な
い
場
合
に

つ
い
て
．
六
日
は
旧
庁
舎
．
七

日
は
新
庁
舎
で
取
り
扱
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
．

◇

ｙ
移
転
先
＝
宇
治
市
宇
治
琵

琶
4
5
番
地
（
豊
Ｏ
Ｑ
｀
１
４
１
）

（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

応
軽ヽ

気

合
お

場
・

た
す

っ
ま
゜

な
い
い

と
行
さ

病
を
だ

急
療
く

に
診
用

日
な
利

休
的
ご急

に

休日急病診療所

ｏ
ｓ
ノ
ー

6
3
半
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４
時
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４
だ
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みんなの健康

還付を受ける人は

早めに申告を
月
十
六
日
以
前
で
も
受
付
け
て
い

ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
、
税
金

し
て
、
自
分
で
正
確
に
書
い
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
還
付
さ
れ
る
税

く
わ
し
い
こ
と
は
、
宇
治
税
務
署

（
雰
卵
4
1
4
1
）
へ
。

所
得
税

確
定
申
告
の
脱
明
会

所得税の確定申告昭
和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確

定
忠
局
間
は
、
二
月
士
（
日
か

ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
が
、
申

告
期
間
中
は
税
務
署
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
税
金
の
還
付

を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
二

業
や
廃
業
な
ど
の
た
め
、
所
得

が
前
年
よ
り
大
幅
に
減
っ
た
人

な
お
、
今
年
か
ら
給
与
所
得
者

の
還
付
申
告
川
の
m
申
告
宍
の

様
式
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に

告
宍
に
書
類
を
添
付
し
た
り
、
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
Ｕ
川
金
庫
本
店
会
議
室

（
宇
治
税
務
署
）

建
設
工
事
物
品
供

給
業
者
の
登
録
申
請

受
付
け
は
２
月
2
8
日
ま
で

市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
指

名
業
者
の
資
格
審
査
の
申
請
を
次

の
要
領
で
受
付
け
ま
す
。
申
請
さ

れ
て
な
い
と
工
事
の
入
札
や
、
物

品
の
供
給
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｙ
申
請
に
必
要
な
書
類

・
建
設
工
事
関
係
・
：
申
請
書
（
建

設
省
統
一
様
式
）
、
他
に
工
事
経

歴
書
、
納
税
証
明
書
な
ど
。

・
測
量
、
地
質
調
査
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
関
係
・
・
・
申
請

書
（
建
設
省
統
一
様
式
）
他
に

業
務
経
歴
書
、
納
税
証
明
書
な

ど
。

・
物
品
関
係
（
製
造
・
販
売
）
・
：

案
内

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
曜
日

は
正
午
ま
で
）

ｙ
受
付
場
所
・
・
・
市
役
所
一
階
の
会

計
課
用
度
契
約
係

な
お
、
申
請
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
要
領
が
あ
り
ま
す
の

で
、
会
計
課
あ
て
謂
求
く
だ
さ
い
。

（
会
計
課
）

お
知
ら
せ

犬
の
引
取
り

ｙ
と
き
・
・
・
２
月
1
0
日
脚
ｙ
と
こ

ろ
Ｌ
菟
道
公
民
館
…
ｏ
時
4
0
分
．

黄
粟
自
衛
隊
正
門
前
…
詑
陥
分
、

木
幡
公
民
館
・
：
1
1
時
、
小
倉
公
民

館
・
・
・
1
1
時
1
0
分
、
開
公
民
館
・
・
・
1
1

時
２
０
分
、
且
椋
公
会
掌
：
1
1
時
3
0

分
。
（
保
健
衛
生
課
）

２
月
の
献
血

▼
２
月
1
2
日
砂
・
・
黄
槃
自
衛
隊

で
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、

。
午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
。

（
保
健
衛
生
課
）

都
市
計
画
図
の
販
売

宇
治
市
の
山
間
部
、
笠
取
地
区

の
地
図
（
一
万
分
の
一
が
一
面
と

二
千
五
百
分
の
一
が
十
五
面
）
が

新
し
く
現
状
に
あ
っ
た
図
面
と
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

一
般
に
も
一
面
三
百
円
で
販
売

し
ま
す
の
で
、
都
市
計
画
課
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
都
市
計
画
課
）

催
し

労
働
講
座

ｙ
と
き
…
２
月
1
0
日
向
、
午
後

１
時
半
～
４
時
半
ｙ
と
こ
ろ
・
：
宇

挿
万
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
テ
ー
マ

と
講
師
・
・
・
「
昭
和
5
6
年
の
経
済
環

年金の受給
本人が請求を

年
金
は
、
受

給
資
格
（
加
入
）

期
間
を
満
た
し

一
定
の
年
齢
に

達
し
て
い
て
も

本
人
が
請
求
し

な
け
れ
ば
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

受
給
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た

ら
請
求
し
ま
し

ょ
’
フ
Ｏ

（
保
険
年
金
課
）

老齢(通算老齢)年金の受給資格期間を満たしている場合

″
ｚ
″
ａ
■
Ｊ

口
年
さ
を
事
求
在
特
I
E

ご
二
罰

％
％
％
％
％
と
に
ま

5
8
5
2
8
0
9
職
る
り
゜

合
６
７
８
!
Ｓ
す

賢

十

創
％
満
・
・
φ
φ
％

四
ぷ
１
１
Ｊ
に
コ

Ｍ
ｎ
ｎ
Ｍ
n

6
0
6
1
6
2
6
3
6
4

人
人

ｊ
’
給

ｙ
ｙ

人

脚

れ
ん
支
千
千
の

さ
せ
"
Ｘ
-
２
６
円

端
顧
ま
Ｍ
万
万
万

ら
減
り
歳
9
1
2
1
5
人
人

か
て
変
6
0
ヽ
『
’
の
の

』

き
じ
も
は
円
円
円
下
上
【

と
応
て
金
千
千
千
以
以
。

に
っ
年
５
８
４
円
円

一
四
齢
な
算
万
万
万
万
万

年
に
通
4
9
1
3
1
5
1
6

コ
ぶ
‐
白

≪
M
ａ
ｔ
s
£
Ｅ
ｇ
≪

一

ご
庶
一
撲

ゴ
ま
皆

一

Ｓ
(
≪
l
≪
)
ｇ
(
年
金
加
入
中
゛

御
｀

一
繰
上
支
給
退
在
職
者
生
ｒ

、
厚

国
民
年
金
厚
生
年
金

ｉ１

境
と
企
業
経
営
に
つ
い
て
」
京
都
曜
日
７
回
、
午
前
1
0
時
～
正
午
ｙ

銀
行
専
務
取
締
役
奥
村
光
林
収
へ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン

「
労
働
安
全
衛
生
（
と
く
に
腰
痛
）
コ
ー
ト
（
市
役
所
北
側
）
▼
対
象

に
つ
い
て
」
京
都
府
立
医
科
大
学
者
・
・
４
学
生
以
上
の
市
民
ま
た
は

整
形
外
科
教
室
の
岩
破
康
博
さ
ん
市
内
に
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人

▼
受
講
料
・
・
・
無
料

（
京
都
府
）

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

宇
治
軟
式
庭
球
協
会
が
軟
式
テ

ニ
ス
教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
２
月
８
日
か
ら
毎
日

伊
勢
田
町
毛
語
一
二

辻
幹
代
ち
ゃ
ん

た
5
5
ｔ

つ
く
ま
Ｏ

踊
ん
い
い

て
さ
て
さ

せ
子
し
だ

わ
お
集
く

合
る
募
絡

こ
゜
す
を
連

陶
よ
載
Ｉ
ご

Ｃ
す
掲
れ
へ

の
て
に
ま
課

ビ
ん
欄
生
報

レ
る
の
月
広

テ
す
こ
２
書

り
年
文

▼
受
講
料
・
・
・
三
千
円
▼
募
集
人
員

…
3
0
人
▼
ク
ラ
ス
・
：
初
心
者
、
中

級
者
、
上
級
者
（
強
化
練
習
も
実

施
）
ｙ
申
込
み
・
：
宇
治
庭
球
隻
〃

事
務
所
（
宇
治
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン

内
豊
⑩
3
8
8
8
）

（
社
会
教
育
課
）

第
２
回
宇
治
市
立

幼
稚
園
こ
ど
も
展

今
回
の
宇
治
市
立
幼
稚
園
こ
ど

も
展
は
．
日
々
の
幼
稚
園
生
活
の

中
で
、
こ
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た

遊
び
を
経
験
し
．
そ
れ
を
表
わ
し

た
作
品
で
す
。

ｙ
と
き
・
：
２
月
６
日
吻
、
７
日

田
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
ｙ
と

こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
・
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
▼
内
容
…
作
品
展
示
と
ス

ラ
イ
ド
映
写
（
午
後
３
時
1
1
3
時

半
）
（
学
校
教
育
課
）

親
子
映
画
の

つ
ど
い

公
民
館
で
は
、
公
民
館
サ
ー

ク
ル
の
宇
治
映
画
同
蛭
夕
共

催
で
「
親
子
映
画
の
つ
ど
い
」

を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
２
月
８
日
亘
。

１
回
目
午
後
１
時
半
か
ら
、
２

回
目
午
後
３
時
か
ら
▼
と
こ
ろ

・
・
・
公
民
館
（
市
民
会
館
）
３
階

大
会
議
室
▼
上
映
作
品
（
予
定
）

市民図書室

公民館の

お知らせ

・
・
・
「
か
わ
い
い
仲
間
た
ち
」
（
カ

ラ
ー
1
0
分
）
、
１
１
す
ず
め
と
少
女

（
カ
ラ
ー
2
0
分
）
、
（
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
の
ヶ
ン
）
（
カ
ラ
ー
t
ｏ
分
）

▼
入
場
料
・
・
・
無
弩

（
公
民
館
）

第
２
回

製
本
講
習
会

市
民
図
書
室
で
は
、
製
本
講

雙
｀
を
開
き
ま
す
。
前
回
の
受

講
者
を
対
象
と
し
て
い
ｔ
ｔ
が
、

準
備
す
る
物
も
あ
２
千
の
ｆ
／

く
わ
し
い
こ
と
は
宇
泊
市
民
図

茎
（
易
4
0
4
9
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ｙ
と
き
・
：
２
月
1
2
日
（
木
）
、

午
前
９
時
～
午
後
３
時
ｙ
と
こ

ろ
…
市
民
会
館
内
（
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
）
▼
内
容
・
・
・
簡
単
な

製
本
－
打
ち
ぬ
き
と
じ
法
、
年

賀
’
ハ
ガ
キ
の
製
本
法
。

（
市
民
図
書
室
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

C
Ｏ

ｉ
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ｑ
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、
ぐ
♪
゛

ｙ
≒
こ

Ｉ
Ｊ
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ｒ
ｔ
ｆ
∇

」
廠
廠
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年
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一
回

子
宮
ガ
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検
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移
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図
書
館
（
２
月
分
）

間
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社会式株業産島田す指目をりくづいま住いる明
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